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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

・12/4（木）青陽館避難訓練実施予定。

・12/8（月）精神保健福祉法による実地指導

・

＜利用者情報＞
· 我満奈津紀様～動悸があって内服薬を服用していたが、昨日外出中に気管が痛くなったと話

されている。本日の午前中は不調訴えなく、他者と元気に会話をしている様子みられた。午後になり、頭痛、咽頭痛、全身倦怠感を訴え、早めに帰宅したいと訴えている。感冒症状の有無等、身体症状の確認をしていく。

· 小坂　君子様～11/26の就床前薬を飲み忘れたと報告あり。飲み忘れた際はデイケアに連絡頂

きたいことを説明すると、本人了承されている。

· 上川原　豊様～先週金曜日のSSTにて、スタッフに遅刻の連絡がないことを皆の前で言われ

たことが気に触ったとのことで、昨日の外来でも訴えあり。本日本人来所しており、スタッフから声をかけると、「金曜日はイライラしてたけど、今は気にしていない」と笑顔で話されている。午後、当事者スタッフからも謝罪を行い、病状に影響がないか引続き観察を行っていく。

· 田名部一樹様～水曜日、仲の良い利用者がいないため寂しいと話されている。ロッカーに篭

っていることが多く、孤立してみえることを振り返る。デイケアでやりたいことを見つけることで、孤立感はあまり気にならなくなるのではと説明すると、何かやりたいことを見つけてみると話されている。

· 倉石ヨシエ様～月曜日から便秘気味だったが、昨日は青風荘帰荘後にも3回排便があったと

の事。本日は、1回排便あり、残便感があるが、腹部の不快感はないとの事。昼食を1/3程度残しており、「腹いっぱいでもないけど…」と話している。排便状況や食事摂取状況を観察行っていき、体力が消耗しているようであれば無理な活動は控えていただくようにする。

· 大久保康弘様～水曜日は訪問看護利用、土曜日は外来受診となっていたが、自己服薬調整を

行い病状悪化に至った経緯から、訪問看護は欠席し、水曜日もデイナイトケア利用し様子をみていた。本人の内服・活動状況をみるために、以前のように水曜日に外来受診、土曜日に訪問看護利用の戻してはどうかとスタッフから担当医へ相談し、了承を得ている。訪問看護でも日程調整は可能だとの事。水曜日受診になるとタクシー代がかかると話されているが、12/15（月）に年金が入る為、それ以降であれば、以前の曜日に戻しても良いと話されている。また、股関節痛でタクシーを利用する回数が多く、金銭的な負担が多いことから、介護保険、介護タクシー利用を検討していく。介護保険申請の診断書については、当院Drでも問題はないとのことで、田名部Drに診断書を依頼していく。

＜外来情報＞

· 川口　尚良様～咽頭痛あり、漢方薬処方希望あり。漢方薬・ネオヨジンガーグル処方。

· 中村　鶴子様～母親が疥癬でデイケアを欠席しているとのこと。皮膚科受診しているが、疥

癬対策を知らないと話す為、訪問看護が説明することとしている。

· 青木　紀子様～12/10父の入院に付き添いするため、2週間分処方している。

· 東海林康之様～尿蛋白（+）で佐々木泌尿器科受診するとのことで、紹介状は来週の受診時に

渡すこととしている。

· 村上　元道様～倦怠感訴え、午前中もうみねこ幸房で横になっていたと報告がある。本人も

幸房を遅刻したと話されている。

＜勉強会＞

コミュニケーションについて

○コミュニケーションとは、
社会生活を営む人間の間に行われる知覚、感情、思考の伝達のこと。
言語・文字その他視覚・聴覚に訴える各種のものを媒介とする。
○コミュニケーションの種類
・言語的コミュニケーション
言葉を使い互いの感情や意思を伝達する。
・非言語的コミュニケーション
顔の表情、顔色、視線、身振り、手振り、体の姿勢、相手との物理的な距離の置き方などによって、感情や意思を伝達する。
○コミュニケーション機能とは
①自分が知りたい事や教わりたい事を他者に聞く
②自分の気持ちを伝える
③相手の言いたい事を理解して応答する
④しっかりと自己主張をする
具体的には、挨拶、日常会話、作業遂行上必要な会話、意思表示など、基本的なことから複雑なことまでコミュニケーションが必要な状況において、適切に判断して必要なやり取りができることがコミュニケーション機能にあたる。
伝えるということからすれば、言語だけではなく、電話やパソコン、手紙など情報伝達器具を使用する事も含まれる。
○コミュニケーションが成立する
基本的要素
話し手:メッセージの発信者
聞き手：メッセージの受信者
事物・現象：伝えようとする指示対象
メッセージ：伝えるメッセージ
接触：話し手、聞き手の物理的、身体的、心理的つながり
　　　　（聴覚や発語機能、聞く姿勢ができているか等）
言語体系：もちいる言語の種類、言語の表す意味範囲
　　　（使用する言語が同じか、言葉の意味は同じか等）
○コミュニケーションのまとめ
基本的要素に挙げられる条件がそろう事で、初めて交わされる「ことば」がお互いの気持ちや考えを伝える機能を果たす。言葉を話す以外にも、聞き手としての傾聴技法もコミュニケーションには大切になる。
○傾聴とは
耳を傾けてきくこと。熱心にきくこと。
相手の葛藤を理解し、心の整理の手伝いをするという意図を持った、能動的な関与技術。
○傾聴技法　

①あいづち
「ええ」「はい」など、相手が話し終わった後に合いの手のように入れる技法。
⇒普段使っているからこそ、意識して行う事は難しい。
②エコー
　相手の言った言葉をそのまま返す技法
　例）「これから運動を頑張ろうと思って」
「なるほど、これから運動を頑張ろうと思っているんですね」　
⇒普段使わないから難しい
○その他の技法
明確化：わかりやすい文や文章で返す技法
言い換え：相手の言葉のニュアンスを、より的確な形に言い換えて返す技法
要約：話の全体をまとめて確認する技法
質問：オープンクエスチョンとクローズドクエスチョン
支持：相手の考え、決定を支持する技法
○なぜ傾聴が必要なのか
相手との信頼関係の形成
相手の主観的情報の収集
相手との感情の一致、葛藤の理解
評価結果と相手の要求・要望の一致
相手自身の問題解決能力の促進
○傾聴にとって大切な事
良いか悪いかという判断をしない。
　⇒非審判的態度
意図（相手の葛藤を理解し、心の整理のお手伝いをする）、を持って聴く。
　⇒肯定的関心
相手にとってより良い問題解決に向けた自己決定を導き出す。
　⇒共感的姿勢

○傾聴のまとめ
相手の葛藤を理解し、心の整理のお手伝いをし、相手との感情の一致（共感）がはかられることで、相手の問題解決能力が促進され、相手と一致した考え、理解で進めることが出来る。

○共感とは
共感は持てなくても仕事は出来る。しかし、共感を伴う我々の表情、感情、態度、姿勢は大きな力を持っている。私たちは、相手の了解がないまま、相手の感情を自分のものとして取り込んでしまう性質を持っている。
○共感と似て非なる感情
①追感得
共通する体験をもとに、追随的に同質の感情を得ること。
しかし、その背景はそれぞれ異なっている。
例）Aさん、Bさん両者とも「小遣いが1000円下がった」と話す。
Aの状況：月5000円から4000円に減額。日用雑貨費は別途支給。
Bの状況:附き3000円から2000円に減額｡日用雑貨費込み。

②共苦
例）高校の野球部で、
　　Aさん（エースピッチャー）
　　Bさん（万年補欠の部員）
共に血と汗を流して練習に明け暮れた。

たとえ同じ場面で同じ体験をしようと、Aさんの苦しみと、Bさんの苦しみは、現状学的に2つの異なった事実となる。

③感情伝播
その場が沸き起こす快、不快が、人々を巻き込んで「伝播」し引きずり込まれる現象。
例）周りが笑っているからついつい笑ってしまう
　　ネットでの個人批判
④一体感
一体感は他人の体験、心情に依存している状況。
一体感の中には「空しさ」が潜んでいる。

○共感のまとめ
共感の為に心がけること
主体的に
自分という枠を越えて他者を理解する
自分と同じ価値を持った、かけがえのないあるがままの他者の存在を認める
本質的には、他者は自分と違う存在だということを知る（100%の理解は不可能）
適切な他者との距離（物理的、心理的距離）を保つ
